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 The world is experiencing a variety of changes resulting from the widespread diffusion of information  tech-

nology. It is very important to measure the information literacy which allows people to access or to use  various 

information media including computers or  wordprocessors. 

 The purpose of this paper is to measure and compare the media use capacity of 8th grade students in  Japan, 

Taiwan and the United  States.  Specifically, 

 1. to determine media  availability, media  knowledge, media skills and exposure to sources of media  infor-

    mation and  instruction. 

 2. to analyze the effect of the media technology environment on the media use capacity of  students. 

 3. to look for significant  cross-national differences in media use between students in  Japan, Taiwan and the 

    United  States. 

 The main results are shown in Figures 1 to  9. The level of general knowledge of electronic media of Japanese 

students is  superior to the other two countries (see  Fig.2). But the information literacy (media use capacity) of 

Japanese students is  inferior to the United  States' students  (Fig.3), particulary computer use  skills(Fig.8). 

 The policy of development of information literacy in education is also discussed in this  paper. 

 We would like to thank  Dr. Sophia Wu of National Chengchi University in Taiwan and  Mr.  J. Kochever of 

Kochever Research Associates in USA for their cooperation in this research.

目的と背景

幽これまでの社会は
、教育の基幹に文字リテラシーを設定 してきた。その理由は、文字 リテラシー教

育が、長期的な視点において一国の政治 ・経済 ・文化の発展、形成につながるという認識があればこ

そであった。1さらに幼児期からの文字リテラシー教育こそ一国の10年先20年 先の発展を約束するもの

と考えたから国家的規模でリテラジー教育へ取 り組みがなされてきたのであった。
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しかし、高度情報化の進展は、わが国のみならず発展途上国も含め、地球的規模で現在進行中であ

り、 しか も、その進展の度合は従来の「文化水準」に対応したものではないところに特徴がある。欧米

諸国の間でも、情報化に対する市民の意識や行動に大きな差がみられ、それらの国の問に情報格差を

生み出 している。また、発展途上国においても電気通信の地球的規模の拡大にともない、情報機器の

普及は、ほぼ全世界で同時的に進行 している。そのために、これまでと大きく異なる新 しい文化的な

序列がこれまでの文化水準=文 字 リテラシーとは別の次元で生み出されると考えられるのである。最

近になって、わが国は情報先進国である米国や情報化に積極的に取 り組む東南アジア諸国と比較 し

て、インフラス トラクチュアーの整備状況において遅れを取っていることが指摘 されるようになって

きた。しかし、情報基盤 というハー ドウェアの問題についての議論はなされていても、人間の問題に

はあまり目を向けられることはなかった。

高度情報社会を日常生活レベルで考えるときに、もっとも特徴的なことは、身近な電気通信に代表

される情報機器 とそのネットワークの普及である。個人レベルで言うならば、高度情報社会への適応

は、なによりもまずそれらの情報機器を適切に利用できるか否かに依存する。情報機器を利用する能

力を欠 くものは、社会的に低 く評価 され、社会的な弱者 にすらなりかねない(川上善郎、1996)。この

ことは、国家的なレベルにもあてはまり、国民の多 くが情報機器の利用能力 に富み、情報化に適応す

る国民が多いことが、情報 ・国際社会への適応を左右することを意味するだろう。 このように考える

と、情報 リテラシーは、これまでの社会で文字リテラシーが果たしてきたのと類似 した重要な社会的

な機能を果たす と予想できるだろう。このi青報 リテラシー能力を向上させる方策を探ることが個々人

にとって、さらに社会全体にとっても決定的な重要性を持つことは明白である。

本研究計画の出発点は、鈴木裕久を代表者 とする一連の「成人用情報機器利用能力尺度」開発研究に

ある(鈴木、川上他、1992、1993、1994、1995)。鈴木 らは、情報リテラシー概念の中核 に「情報機器利用能

力」を想定 し、30種 類におよぶ各種の情報機器を対象にし145項 目の質問を作成 した。これらの質問

に対する回答 を心理テス トの尺度構成法にもとづ き「情報機器利用能力尺度」を開発 した(鈴木他1992、

Suzuki,Kawakami&Fujii1994)。 さらに開発された尺度の簡略版を用いて日本(注1)、 アメリカ(注2)、

イタリア(注3)で 調査 を実施 した。それによると、各国の情報機器利用能力得点は、アメリカの平均

値10.9点(n=145)イ タリアの平均値6.5点(n=400)、 日本の平均値8.1点(n=671)で あった。日米の

問に情報格差がすでに存在すること、三か国の中でもイタリアは大きく情報機器利用能力という点で

遅れていることなどが実証されている。さらに、大きな問題は、いずれの国でも、女性より男性が、

高齢者より若年者が、ブルーカラーよりホワイトカラーが、さらに、低学歴者 より高学歴者が1青報機

器利用能力が高いことが実証 されたことである(鈴木1996、川上1966)。 われわれの当初の予想以上に、

情報機器利用能力において、国家間で、さらに一国内の既存の社会階層間で「情報格差」を生み出 して

しまっているのである。

本研究の目的は、成人に見 られたような厂情報格差」が児童 ・生徒の段階ですでに存在 しているのか

を実証的に探ることにある。情報 リテラシーの獲得は、発達的にはかなり初期の段階からは じまるこ

とが指摘 されている。特に学校教育における情報機器の導入は、情報 リテラシーの発達を大きく促進

すると言われる。学校児童を対象 とし、現在開発中の教育用情報 リテラシー尺度 を用い、日本 ・米

国 ・台湾の三か国において中学二年生(14歳)に ついて情報リテラシー水準を測定 し、三か国における

格差が生じているのかをまず明らかにし、ついでその格差を生み出す教育的、社会的背景要因を分析

する。さらに、情報リテラシー育成の方策 をもあわせて検討する目的で行われた。
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方 法

[主要な調査項目]

国際比較のための調査票の原案(添付資料)は 日本チームにより作成され、英訳 したものを各国の研

究協力者により各国語に翻案 した。そのさい、各国の実態を考慮 し質問項目の変更が一部にあった。

本報告では、三か国に共通な部分のみを集計 し報告する。調査票は、性、学年などの基本属性以外

に、以下の4つ の部分から構成されている。

1.情 報機器の所有状況(機器所有得点)

家庭の情報環境 を調べるために、自分の家にある電気製品として表一1に示す20項 目について家

庭にあるかどうかが調査 された(注4)。

2.電 気通信メディアに関する知識(知 識得点)

電気機器についての知識は、情報機器の利用 と関係が深いと考え、15項 目の情報機器や電気に

ついての基礎的な知識問題を作成 した。正解 を3つの選択肢から選ぶものである。添付資料に示

す15項 目である。三か国共通に用いた質問は、12項 目であった(注5)。

3.情 報機器利用能力項 目(注6)

添付資料に示す20種 類70項 目である。このうち、利用経験を聞 く質問を除き計51項 目を情報機

器利用能力得点の算出に用いた。最高得点は51点 となる。なお、一般的な情報機器利用能力 と

は別に、コンピュータ関連の機器についてコンピュータ利用能力得点として、コンピュータ関

連項 目14項 目の得点を利用 した。最高得点は14点 となる(注7)。 児童用ということで、情報機器

ではないが、利用するためにある程度複雑な操作 を必要 とする電子レンジ、電気洗濯機、クー

ラーについての質問 も加えられている。

4.そ の他の調査項 目

情報機器などの利用を促進する環境条件 として、家庭環境、交友関係、学校の情報環境など10

項 目が調査 された。具体的な項 目は添付資料及び表一2に示す。

[各国の実施状況]

わが国については、1995年11月 に、典型的な都市生活地域 として東京中野区を対象地域 と選定し、

中野区内にある区立中学校13校 、および私立中学校2校 を選び各校 より中学2年1ク ラスずつ調査 を実

施 した(注8)。 なお調査 は担任の教員によって授業時に配布回収する集合調査であった。各国とも同

様の方法で実施 した。男子生徒271名 、女子生徒236名 の合計507名 の有効回答をえた。また、アメ

リカについては、アメリカ東海岸の1都市の郊外の4つの公立中学校の第8学 年のクラスを対象 に調査

をした。調査は1996年5月 に行った。調査方法は日本 と同 じである。男子生徒197名 、女子生徒192

名、合計389名 の有効回答(注9)を えた。台湾調査は、台湾省台北市立中学校二校を対象 とし、1965

年12月 に実施 した。実施学年は中学2年 生である。調査方法は日本と同 じである。男子生徒261名 、

女子生徒251名 、合計512名 であった(注10)。 また、発達的な視点から、日本については、1996年2月

に中野区内の公立小学校7校 について小学校5年 生を対象に同様な手続きで調査 を行った。調査票は、

中学生版 とほとんど同じものを用いた(注11)。 ただし漢字についてはすべて振 りがなをふった。男子

生徒268名 、女子生徒234名 、合計502名 であった(注12)。
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結 果

1.情報機器所有状況

家庭 における情報機器所有は、生徒の情報リテラシーに強い影響 を与えると予想される。表一1に

各国共通の20項 目について、世帯の所有状況を示す。個別にみると、台湾の方が 日本 より所有率の高

い項 目は、携帯電話、ポケットベル、パ ソコン、CATV(衛 星放送)な どであ り、またアメリカの方が

高い項 目は、テレビゲーム機、携帯電話、ラジカセ、ポケットベル、留守番電話、ウォークマン、パ

ソコン、CATV(衛 星放送)な どである。逆に日本が他の国々にくらべて きわだって高いものは、電子

手帳、ワープロ、コピー機であった。

表一1.情 報機器所有の三か国比較

日本 台湾 米国

1.テ レ ビ soy(ioo.o> 512(100.0) 385(99.0)

2.ビ デ オデ ッキ 488(96.3) 441(86.1) 366(94.1)

3.ビ デ オカメラ 279(55.0) 99(19.3) 175(45.0)

4.テ レ ビゲ ーム機 440(86.8) 356(69.5) 351(90.2)

5.携 帯 電話 134(.26.4) 142(27.7) 192(49.4)

6.CDプ レ ー ヤ ー 472(93.1) 154(30.1) 332(85.3)

7.ラ ジ カ セ 468(92.3) 486(94.9) 375(96.4)

8.フ ァ ッ ク ス 145(28.6) 141(27.5) 48(12.3)

9.ポ ケ ッ トベ ル 154(30.4) 259(50.6) 276(71.0)

10.留 守 番電話 305(60.2) 108(21.1) 293(75.3)

11.時 計 506(99.8) 427(83.4) 382(98.2)

12.電 卓 503(99.2) 489(95.5) 321(82.5)

13.電 子 手帳 293(57.8) 84(16.4) 133(34.2)

14.電 子 楽器 228(45.0) 193(37.7) 167(42.9)

15.ウ オ ー ク マ ン 426(84.0) 459(89.6) 372(95.6)

16.パ ソ コ ン 162(32.0) 206(40.2) 168(43.2)

17.ワ ー プ ロ 303(59.8) 170(33.2) 154(39.6)

18.衛 星 放送 184(36.3) 336(.65.6) 316(81.2)

19.カ メ ラ 489096:4) 486(94.9) 344(88.4)

20.コ ピ ー 機 95(18.7> 60(11.7) 31(8.0)

人数 507 512 389

平均値 12.98 10.98 13.31

標準偏差 2.75 3.03 2.93

個 人 ごとに情報機器所有得点を求めた。すべての機器 を所有 していれば20点 、 逆 にひ とつ もない場合

はo点 である。結果 をFig.1に 示 す。 日本 は13.0点(男 子12.9点 、女子13.1点)、 台湾11.o点(男 子11.3点 、 女

子10.7点)、 アメ リカ13.3点(男 子13.8点 、女子12.9点)で あった。 アメ リカが情報機器所有得点が もっ と

も高 く、ついで 日本、台湾の順 である。アメリカと日本の問 には有意な差 はない。分散分析 の結果、
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国、性別ともに有意な差がみられたが、同時に交互作用 も有意 となり、日本では、女子が男子よりやや

高 く、他の2か 国では男子の方が情報機器の所有が高い。その理由として、日本では、電子手帳、電子

楽器、ウォークマンの女子における所有が男子 より高いことが指摘できるだろう。

Fig.1NumberofMediaAppliancesintheHome(ThreeCountries)

2.知 識 得点

Fig.2に 示 す ように、三か 国の間 には情報機 器 に関連す る知 識の量 に差 が見 られた(F=151.939>

Fo .00i、df=2)。12点 満 点で 日本 は8.69点(男 子8.95点 、女子8.39点)、 アメリカ7.64点(男 子7.84点 、女子7.43

点)、 台湾6.42点(男 子6.38点 、女子6.46点)の 順 であった。 また、性差については、 日米 については、男

子の方が高得点であ るの にたい して、台湾 では女子の方がやや高い傾向 にあった。情報機 器に関する

知識 については、 日本 は他 国に比べ高い水準 にあるとは言 えるだろう。一例 を示す と「パ ソコンや ワー

プロで デー タを保存 してお く場所 は次の うち どれです か」とい う問に対 して正解 のフロ ッピーデ ィス

クを答 えた者 は、 日本93.1%、 台湾23.4%、 ア メリカ54.2%で あ った。

Fig.2.LevelofGeneralKnowledgeofElectronicMedia(ThreeCountries)
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3.情 報 機器 利用 能力得点

Fig.3に 示 す ように、三か国の 問には情報機器利用 能力 において明確 な差が存在す る(F=130 .161>

Fo.oo1、df=2)。 アメ リカ32.9点(男 子32.7点 、女子33.2点 〉、 日本 は29.5点(男 子29.5点 、女子29.5点)、 台湾

は23.9点(男 子24.7点 、女子23.0点)の 順で あった。興 味深 いこ とは、台湾 を除 き日米 におい て性差 が

まった く見 られ なか った ことである。Fig.4は 、 日本 のデータを男女別にプロ ッ トしたものである。男

女 ともにきれい な正規分布 しているこ とが分かる。 また、Fig.5は 台 湾についての同様の プロッ トであ

るが、男子 は、やや高得点 の割合が多 く見 られる。Fig.6は 、 アメ リカについての結果である。得 点分

布 は日本や台湾 に比べ きれいな分布 を示 してい ない。男 子の場合 には、28-31点 の ところに境 がみ ら

れ、女子で は、28-31点 と36-39点 の2ケ 所 にピー クが見 られる。 この ように、すで に述べ た成 人の

一般サ ンプルで見 られた男 女格差 は中学2年 の段 階では見 られ ない ことが確 かめ られ たので ある
。参

考 に、 日本 のデー タにつ いて小学 生の男女の結 果 と中学生の男女 の結果 をあ わせ た ものをFig.7に 示

す。 この結果 に よる と小学5年 生段 階では、逆 に女子の方(26.0点)が 男子(23.0点)よ り情報機器利用能

力得 点が高 いこ とを示 してい る。

Fig.3 Level of Media Use Skill (Three Countries)

Fig.4 Level of Media Use  Skill  (Boys and Girls in Japan)
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Fig.5 Level of Media Use Skill (Boys and Girls in Taiwan)

Fig.6 Level of Media Use Skill (Boys and Girls in USA)

Fig.7 Level of Media Use  Skill  (Boys and Girls in Japan)
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4.コ ン ピュー タ利用能 力得 点

上記の情報 機器利用能力得 点算 出に用 いた項 目の中か ら、 コンピュータに関連す る項 目のみ を選び

出 し、それ らの得 点 を集計 した ものが コンピュータ利用能力得 点であ る。Fig.8に 示 す ように、 コ ン

ピュータや ワープロ機器 にふれた ことのない生徒 の割合 は国 によって大 きな差が存在す る。台湾では

42.2%(男 子39。9%、 女 子44.6%)日 本25.3%(男 子28.0%、 女 子22.0%)ア メ リカ22.1%(男 子25.4%、 女 子

18.8%)で ある。台湾が これ らの情報機器 に触 れた ことの ない ものが きわだ って多 い ことが読み取れる

だろ う。 日本 は米国 とさほど大 きな差 がみ られない。台湾では女子 の方が多 いが、 日米では、男 子の

方が コンピュ ータにふ れたこ とのない者が多いのであ る。

コンピュー タにふれた経験 のある ものについ て三か国の分布 を比べ てみる と、 日本 は点数の低 い も

のの割合が高 いこ とが言 える。 また台湾 の方が 日本 よ り、 よ り高度 な利用 をす る ものが多い ことが言

える。 またア メリカで は、9点 以上の高得 点者 の割合がず ば抜 けて多 いこ とが言 えるだろ う。アメ リ

カにおい ては特 に女子 に二極分化 している様子が うかが われた。 コンピュー タ ・リテラシー得点でみ

る と、国 によって明確 な有意な差 がみ られる(F=92.262>Fo .00i、df=2)。 ア メリカ5.57点(男 子5.61点 、

女子5.52点)、 日本は2.84点(男 子2.94点 、女子2.73点)、 台湾252点(男 子2.78点 、女 子2.26点)の 順であっ

た。

 Fig.8 Level of Computer Use Skill (Three Countries)

このように日本 とアメリカと比較した場合、ワープロやパソコンへの接触度合 においては差が見 ら

れないが、利用の深 さという点ではっきりとした差が見られ、日本の立ち遅れが確認された。このこ

とは、台湾 との比較 においても同様であ り、すでに述べたように、台湾では、パソコンやワープロに

接触 したことのないものの割合が高いにも関わらず、コンピュータ ・リテラシー得点の平均値 におい

ては日本 とそれほど大 きな差が見 られないのであった。その理由は、コンピュータに接触の経験のあ

るものが、台湾ではより高い水準にまで到達していることを示 している。すでに鈴木他(1995>が 述べ

ているように、ワープロ中心の利用 とコンピュータ中心の利用の差が本結果に反映されているのであ

る。

5.情報機器利用能力を促進する環境要因

最後 に、児童の情報機器利用能力を促進する要因について重回帰分析 を行った結果をまとめる。
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Fig.9は、情報機器利用能力得点を被説明変数として重回帰分析の結果得られた説明変数の偏相関係数

を図に示 したものである。全体の傾向を説明 し、ついで各国の特徴 について述べる。なおlearn1-10

については、マイナス側が促進的に働いたことを示す。全体的には、(1)い ずれの国でも、情報機器

所有得点が高いものほど情報リテラシーが高い。これは、ほぼ予想されたことではあるが、身近に情

報機器に接触する機会が情報リテラシーを促進することを示すといえる。ついで、(2)知 識得点が高

いものほど情報 リテラシーが高い。予想 されたことではあるが、情報機器に関する理解度が高いほ

ど、情報リテラシー得点は高 くなっている。情報機器に関する知識的な教育が晴報 リテラシーを促進

する効果があることを示 しているといえるだろう。さらに(3)「ワープロやパ ソコンが使える友人の存

在(learns)」「ワープロやパソコンの使い方を親が教えて くれる(leam2)」「ワープロやパソコンが使える

兄や姉の存在(leam4)」など、高度な情報機器を利用 していて、自分に使い方を教えて くれる人が周囲

にいるとか、積極的に家庭で親が教えてくれるなどの要因が惰報 リテラシーを高める方向で機能する

ことが確かめられた。 しか し人的環境の中でも、「道具や機械の使い方を親が教えて くれ(leam3)」て

も、あるいは「テレビゲームを熱心にする兄弟(learn6)」がいても情報機器利用能力に促進的には働か

ないのである。他方、「ワープロやパソコンの使い方の授業(learn1)」「ワープロやパソコンに詳 しい先

生がいる(learn8)」厂生徒が使わせて もらえるワープロやパ ソコンがある(learn9)」などの学校教育に関

する項 目は、国によって効果に違いがみられる。「授業でビデオカメラなどを自分で使うことがある

(leam10)」は三か国とも共通に促進的に働いている。授業でコンピュータ以外でも、各種の情報機器

を積極的に活用することが情報リテラシーを促進 させ ることがうかがえよう。

Fig.9 Result of Multi-regression  Analysis  (Media Use Capcity)

表一2は、各国別の結果を表にしたものである。日本では、家庭や友人などの人的環境が強い影響

を与えている。学校での情報環境は、「ビデオカメラなどを授業で使う」がポジティブにきいている

が、「学校 にワープロパソコンに詳しい先生がいる」は逆の効果を与えている。学校のワープロ ・コン

ピュータ環境は、日本の場合にはほとんど影響 を持たないことがいえる。これは、コンピュータ利用

能力についても同様であった。一方台湾では、家庭環境 も日本と同様ポジティブに機能するが、さら

に、学校環境 についても、予想される方向で情報機器利用能力を促進 している。しかし、情報知識に
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ついては、他の国に比べて寄与の程度が低い。アメリカについては、所有の効果が他国に比べて低

く、情報知識の寄与が高 くなっている。また、性別については女性の方が寄与が高いところに特徴が

ある。女性の方が機器の利用 に対 して積極的であるのだろう。学校環境については「ワープロやパソ

コンの使い方の授業がある」方が情報リテラシーが低いという傾向にある。

表一2.情 報機器利用能力についての重回帰分析結果(偏相関係数)

日本 台湾 米国

性 別 一 〇.070310 0.15320

情報機器所有得点 0.4676① 0.4368① 0.3574①

知識得点 0.25470 0.16820 0.3503②

ワープ ロやパ ソコ ンの使 い方 の授業 あ る(leam1) 一 〇
.1267 0.0824

ワ ー プ ロやパ ソコ ン使 い方 を親 が教 え る(learnt) ‐o .illo●
一〇
.24430

一 〇
.1654

道具や機械の使い方を親が教える(learn3)

ワープ ロやパ ソコン使 える兄 や姉 の存在(leam4) 一 〇.0983⑤ 一〇
.0808⑨

ワープロやパ ソコン使 える友人 の存在(leam5) 一 〇.18250 一 〇
.1658

一 〇
.102

テ レビゲーム を熱心 にす る兄弟(learri6)

テ レビゲームの雑 誌や本 を読 む(leam7) 一 〇.1579⑤ 一 〇
.1060

ワープロやパ ソコン詳 しい先生が いる(leam8) 0.0714

生 徒 が使 え るワー プロやパ ソコ ンが ある(learn9) 一 〇.1159⑦ 一 〇.11620

授業 で ビデ オカメラなどを使 う(leam10) 一 〇.0710⑦ 一 〇
.0831

一 〇
.1177

重相関係数 0.5949 0.7047 0.6351

○内の数字は寄与の順位

結論と考察

多 くの情報機器が私達の生活の中に深 く根 をおろしている。テレビ、ラジオ、多機能電話、ビデ

オ、ファックス、ワープロ、コンピュータ、電子楽器など実に多 くの情報機器を日常的に使用してい

る。 しかし、いったいどのくらいの人が、これだけ複雑で、扱いにくい情報機器を使いこなしている

のか。これらの機器 を十二分に活用するためには、とても高い「情報機器利用能力」が必要となるのは

自明である。また、これからの社会においては、情報機器の利用 こそが厂知」へのアプローチをするた

めのもっとも重要なメディアになることは間違いがない。そこで本研究は、これらの機器を使いこな

す能力を「情報リテラシー」の中核 に設定 し、それ らの能力が、中学2年 生で どのように発達 している

のか、また、国際的に見た場合に、わが国の水準はどの程度にあるのかを明らかにしようというもの

であった。さらに、どのような要因が「情報機器利用能力」に対 して促進的に働 くのかも分析の対象 と

するものであった0す でに述べた結果をもとに結論 をまとめてみた。

1.国家間で「情報機器利用能力」に大ぎな差が存在する

本調査結果が示すように、日本、台湾、アメリカの三か国の間で顕著な差が見 られた。さらに、国

際問における差異ばかりでなく、一つひとつの国においてもこの能力のばらつきはとても大 きいもの
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が観測 された。「情報機器利用能力」を説明する要因として、「情報機器所有得点」がもっとも説明力が

高かったことからも分かるように、現在の国家間の差のい くらかは、情報機器の普及程度の差 として

説明することもできる。 しかし、情報機器の普及の進んだアメリカデータの分析においては、「情報

機器利用能力」を説明する要因として、厂情報機器所有得点」とほぼ同 じ重みで「情報知識得点」が関係

していた。もっとも機器の普及の遅れている台湾では、「情報知識得点」のウェイトはとても低い。こ

のことから、単に「情報機器利用能力」は機器の操作 にとどまらず、情報機器の普及につれて、「知的」

な能力 との関係を強めていることを示 している。すなわち、情報機器の普及が進むにつれて、単純に

情報機器をさわったことがあるかどうかというレベルではなく、使いこなせるかどうかといった「能

力」的な側面と関わって くるのである。

2.日本の情報機器利用能力の問題一 とくにコンピュータ利用 をめぐって

情報機器利用能力尺度の中から、コンピュータ関連の質問のみを取 り出してみたとき、わが国の情

報機器環境、とくに、コンピュータをめ ぐる環境の特殊性が明らかにされたといえるだろう。情報機

器利用能力得点全体で見たときには、米国に比較 してあまり大きな差が見られなかったと述べたが、

これをコンピュータ関連の質問に限定 したときに、日米の格差は、大変に大 きいことが実証 された。

その背景には、ワープロの問題が存在する。わが国のワープロ所有率は米国などに比べてもとても高

いのだが、その一方で、パソコンの所有率は三か国の中でもっとも低い。このことが、コンピュータ

利用の方法をきわめて限定した利用に押 しとどめる結果を引 き起 こしているのである。日本の児童

は、コンピュータ ・ワープロへの接触は、アメリカと同程度の高い水準にあるにもかかわらず、大多

数は、たかだか1つか2つ の利用方法 しかできないのに対 して、アメリカの生徒は、ばらつきがあるも

ののパ ソコンとしての多様な活用を行っているのである。さらに、大 きな問題は、台湾 との比較であ

る。台湾では、現在ではパソコン・ワープロへの接触率は、三か国の中で低い水準 にある。にもかか

わらず、平均得点では、 日本 とほぼ同じ水準である。このことは、台湾では、パソコン利用経験のあ

る生徒は、アメリカと同様に、多様な利用を既に行っていることを示 している。か りに、台湾でパソ

コンの普及が進めば、一挙にアメリカの水準に到達しうることを示 している。わが国のワープロ文化

の弊害が予想以上に根深いものがあることを本研究結果は示 していると言えるだろう。

3.「情報機器利用能力」の性差について。

成人について見られた情報機器利用能力の性 による差異は、中学2年 生段階では幸いなことに日本

については見 られなかった。 しか し、果たして安心 してよいものだろうか。参考資料(Fig.7)に示 した

ように、日本データについては、ほぼ完全 に比較可能な小学5年 生の調査データがある。これによる

と、小学5年 生の時点では、女子の方が清報機器利用能力が高いのであった。それが、中学2年生にな

ると差が見 られな くなるのである。このことから、さらに上級学年にすすむにつれ、女性の情報機器

利用の機会が減少し、結果 として、すでに鈴木らの研究が示 しているように、成人におけるように男

性の方が女性 よりも高い情報機器利用能力を示すようになって しまうとも考えられるのである。今後

高校生、大学生段階での調査をする必要があるだろう。

4.今後の課題

最後に本研究の今後の課題についてふれよう。まず第1に 、すでに述べたように、今後の発展 とし

て、発達段階をおった分析が必要である。今回日本については小学5年生と中学2年生を対象 にデータ

一45一



を集めた。小学5年 から、中学2年 にかけて大 きく得点が上昇すること、5年 次には女子の方が得点が

高いことが確かめられた。では、年齢発達に応 じて、情報機器利用能力得点は、どのように変化 して

い くのか。どの年齢層で上昇がとまるのか。あるいは、どのようにこの能力が偏在 してい くのか。ま

た、性別の問題 とどのようにかかわっていくのか。発達的な視点から問題を整理してお く必要がある

だろう。

第2に 、国際比較の視点から、ヨーロッパの先進諸国、情報化のめざましいアジア諸国での実態は

どのようなものかを明らかにすることである。同時に、各国の情報教育 との比較において分析するこ

とが要求 されているだろう。

第3に 、本研究は「情報 リテラシー」概念の中核に、あえて操作的に定義可能な、そしてそれゆえに

国際比較が可能な「情報機器利用能力」を設定 した。言ってみれば、文字リテラシーのような「知的」な

ものではもちろんないし、さらに「技能」とも言えないような機械の操作についての実態調査 に過ぎな

いと批判的にとらえることもで きる。今後の課題は、国際比較 という視点から離れ、広義の「情報 リ

テラシー」ないしは「メディアリテラシー」の視点に立 って、本結果を検討 しなおす ことであろう。
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(注)

注1.日 本調査:調 査対象者は、東京首都圏無作為抽出法で選ばれた900サ ンプルである。回収調査

回答数は671サ ンプルであった。なおこの調査は、1994年 度文部省科学研究費重点領域研究「情

報化 と市民の生活意識 ・行動の変化」(代表者児島和人)の 調査の中で行われた。

注2.ア メリカ調査:調 査はマサチューセッッ州ボス トン近郊で実施された。調査対象者は、性、年

齢、人種、職業において多様 になるようにKochevarResearchAssociatesに 登録 された対象者か

ら選ばれた。回収調査回答数は150サ ンプルで、うち有効回答数は、145サ ンプルであった。

注3.イ タリア調査:調 査 は、Milano郊 外の工業都市Rhoで 実施された。調査対象者は、無作為抽出

法により抽出された。回収調査回答数は、400サ ンプルであった。アメリカ及びイタリア調査

は1994年 度電気通信普及財団の研究助成(代 表者川上善郎)を 受けて行われた。

注4.台 湾調査では他 にレーザーディスクを加え21項 目が、アメリカ調査では、 レーザーディスクに

ラジオ、モデムを加えた23項 目が調査された。また、衛星放送 とあるのは日本についてのみで

あり、台湾、アメリカについては、ケーブル ・テレビをさす。

注5.三 か国共通でなかった質問は、質問3、5、14の3題であった。なお知識問題は、それぞれの国の教

育内容とも深 く関わり、さらに、各国の情報環境によって大 きく差がでて くるので、知識得点

を単純に国際比較することはあまり意味がないと考えられる。

注6.尺 度化のための処理は、本報告をまとめた後で実施する予定である。実際には、肯定的回答率、

弁別力を表すD一 指数、内的一貫性を算出し、項 目分析 を行い、各国共通の尺度作成が必要であ

る(鈴木1996参 照)。

注7,そ の情報機器を全 く使用 したことのない ものは関連質問をスキップさせている。情報機器利用

経験を聞 く質問14項 目(資料中の質問番号02、05、08、13、19、24、27、30、34、51、54、61、65、68)は、情

報機器利用能力得点の算出から除外 した。テレビなどについては、利用経験を聞く質問を用意

していない。また、各国の事情で変更 したために比較不能となった5項 目(質問番号12、43、50、55、

58)に ついても得点の算出から除外 している。70項 目から以上の19項 目を除いた51項 目を用い

た。コンピュータ機器能力は、ワープロまたはパソコンに関連する質問35か ら質問44(但 し質問

43は 比較不能項 目で除外)と パソコン通信(質 問62-64)、CD-ROM(質 問69、70)から構成した。

注8.中 野区内の全公立中学校である。また、私立中学校6校 のうちの2校 について調査を行った。こ

の他に国立中学校1校 があったが調査 を実施 しなかった。

注9.回 収 されたデータは400票 であったが、性別の記載のないものについて削除したので、有効回

答数は389票 であった。アメリカについてのデータ収集は、1995年 度大川情報通信基金(研究代

表者川上善郎)の 助成によって実施 した。

注10.台 湾 についてのデータ収集は、1995年 度ユアサ国際教育学術交流財団(代表者鈴木裕久)、 文教

大学国際教育情報センターの助成によって実施 した。

注11.中 野区内の公立小学校29校 から、ランダムに7校 を選び協力を依頼 した。調査票について中学生

版と異なる項目は好 きな教科嫌いな教科 を付加 した点である。

注12.日 本についてのデータは、1995年 度東京大学社会情報研究所特別研究(代表者鈴木裕久)の 助成

を受けて実施 した。

一47一



資 料

電気製品の使い方のアンケー ト

みなさんの身のまわ りにはたくさんの電気製品があります。例えば、テレビ、時計、電話と

いったものがそうですね。そこで、これから、みなさんにそういった身のまわりにある電気製

品をどのように使っているかについて、教えて下さい。

これは、学校のテス トのように1人1人 の成績 を調べるものではあ りません。あなたの年齢の

子供達が、全体 としてどの くらい電気製品を使っているのかを調べるためのものです。従っ

て、大勢の人々の回答 をまとめてみるのが目的ですので、あなたの回答が学校や他の人にわか

ることはあ りません。ですから、安心 して正直に答えて下さい。

では、始めましょう。 最初に、 このページの下のところに、年齢、学年を書いてください。

男女はどちらかに「○」をつけます。次に、その下の枠の中に書いてある電気製品のうち、自分

の家にあるものをすべて「○」で、かこんでください。自分の家にあれば、自分で使 えないもの

であっても「○」をつけてかまいません。

それがすんだら、第1部 の注意のところをよく読んでから、問題にとりかかりましょう。

年齢()才()年 男 ・女

自分の家にある電気製品(番 号に○)

1.テ レ ビ 6.CDプ レ ー ヤ ー 11.時 計 16.パ ソ コ ン

2.ビ デ オデッキ 7.ラ ジ カ セ 12.電 卓 17.ワ ー プ ロ

3.ビ デ オカメラ 8.フ ァ ッ ク ス 13.電 子 手 帳 18.衛 星 放送

4.テ レ ビゲー ム機 9.ポ ケ ッ トベ ル 14.電 子 楽器 19.カ メ ラ

5.携 帯 電話 10.留 守 番電話 15.ウ オ ー ク マ ン 20.コ ピ ー 機
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第1部

〈注意〉

以下の質問をよく読んで、それぞれ正 しいと思う答えを1つずつ選んで、その番号 を右の口

の中に書いてください。なお、質問の意味や答えがよくわからない場合 には、「×」印を右の[コ

の中に書いて ください。

(こた え)

1.家 庭で、必要以上の電気を使った時、どういったことが起 こりますか。

① 家庭の電気製品のコー ドからけむりが出てくる。

② 家庭の電気製品がこわれてしまう。

③ ブレーカーが下 りて、電流が流れなくなる。

2.次 の電気製品のうち、短時間に最 も電気 を多 く使 うものは、何ですか。

① テレビ

② 冷蔵庫

③ エアコン

3.電 気製品の中には、厂アース」を取 り付ける必要のあるものもありますが、どう

して必要なのですか。

① 人間を感電か ら守るため。

② 大 きな地震か ら電気製品を守るため。

③ 電気製品をうまく働かせるようにするため。

4.電 卓、カメラなどに使われるボタン型の小 さな電池のことを何 といいますか。

① マ ンガン電池

② リチウム電池

③ 水銀電池

5.「 単1」か ら「単3」の電池の中で、一番大 きな電池はどれですか。

① 「単1」の電池

② 「単2」の電池

③ 「単3」の電池

6.「 ケーブルテレビ」とは、 どんなテレビですか。

① ビルに誰が来たかを部屋の中から知るためのデレビ

② 電話線のような線を使って電波 を流すテレビ

③ 地方でしか見 られないテレビ

7.レ コ ー ドに代 わ って登場 した「CD」を、 日本語 に直す とどうな りますか。

① コン ピュー タデイスク

② カセ ッ トデ イス ク

③ コンパ ク トデ イス ク
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8.ラ ジオで、クラシック音楽などの音質を重視する音楽を放送するのに適 した局

は、次の うちどれですか。

①PM局

②AM局

③FM局

9.次 の中で、現在のコピー機ができないことは何ですか。

① 字の大 きさを大 きくしたり、小 さくした りして くれる。

② 何枚かコピーして順番に並べて くれる。

③ 外国語の本をコピーすると、自動的に翻訳して くれる。

10.今 の時間を知 りたい時には、何番に電話をしたらよいですか。

0104

●117

③177

11.「パ ソコン」とは、何ですか。

① 家に置 ける小型のコンピュータ

② 家庭用のゲーム機

③ 遠 くの人と話ができるテレビ電話

12.パ ソ コ ンや ワープロで、 デー タを保存 してお く場所 は、次 の うち どれですか。

① カー ドデ イスク

② コンピュー タデイス ク

③ フロ ッピーデイス ク

13.「コ ンピュー タウイルス」は、 どうい った悪い こ とを します か。

① コンピュー タのプ ログラムやデ ータをこわす 。

② 人間の体 に入 り込んで、「コ ンピュー タ病」な どの病気 をもたらす。

③ コンピュー タの機械 自体 をこわ して しま う。

14.「デジタル時計」とは、どういった時計ですか。

① 長い針 と短い針で現在の時刻を知 らせる時計

② 次々と数字で現在の時刻を知 らせる時計

③ 音が出て時刻を知らせる時計

15.「キャッシュデイスペ ンサー」とは、何ですか。

① チケッ トの予約をする機械

② お金を預けた り、出 したりする機械

③ いろいろな催しものなどの情報を取 り出す機械

第2部 へ進んでください。
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第2部

〈注意〉

以下の文をよく読んで、もしこの文に書いてあることがあなたに当てはまれば、「はい」の と

ころに、当てはまらなければ「いいえ」のところに「○」をつけてください。どちらかよくわから

ないときは、近い方に厂○」をつけます。た とえ、その電気製品を持 っていなくても、それを

使ったことがあれば質問に答えてください。なお質問の中には、みなさんが聞いたこともない

ような難 しい電気製品の使い方 も含 まれていますので、何のことだかさっぱりわからない時

は、「いいえ」に「○」をつけて ください。

(こ た え)

[テ レビについて]

1.テ レビ画面の明るさや色、見え具合を自分で変えることができます。

[ビ デ オについて]

2.ビ デ オの機械 を使 ったこ とがあ ります。

→ 厂はい」の人 は3番 へ、 「いい え」の人は5番 へ進んで ください。

3.テ レビ番組をビデオテープに自分で録画することができます。

4.自 分で録画の予約をしてお くことがで きます。

[ビ デ オカメ ラについて]

5.ビ デ オ カメラを使 った ことがあ ります。

→ 「はい」の人は6番 へ、 「いい え」の人は8番 へ進んで ください。

6.ビ デオカメラに電池を入れたりテープを入れたりして、後はボタンを押

すだけで うつせる状態に自分で しておくことができます。

7.大 人に手伝ってもらわずに、ビデオカメラで人や物を写すことができます。

[テ レ ビゲー ム機 につ いて]

8.テ レ ビゲ ーム機 で遊んだ こ とが あ ります。

→「はい」の人は9番 へ 、「い いえ」の人 は13番 へ 進 んで ください。

9.自 分 で テ レビゲーム機 とテ レビとをつな ぐこときます 。

10.テ レビゲーム機で遊んでいる時途中で使い方がわからなくなることがあ

ります。

はい ・ いい え

はい ・ いい え

はい ・ いい え

はい ・ いいえ

はい ・ いいえ

はい ・ いい え

はい ・ いい え

はい ・ いい え

はい ・ い いえ

ばい ・ い いえ

一51一



11.テ レ ビゲ ーム機 で新 しい ソフ トを買 うと、たいてい良いス コア(得 点)を

上 げるこ とがで きるようにな ります。

12.テ レ ビゲーム機 の画面が見づ らい時、 自分で濃 さを直す ことがで きます。

[ラ ジカセ またはCDプ レーヤーについて]

13.ラ ジ カセ またはCDプ レーヤー を使 った こ とがあ ります。

→ 厂はい」の人は14番 へ 、 「いい え」の人は19番 へ 進 んで ください。

14.自 分 で ラジカセ(CDプ レーヤー も含む)を 使 ってラジオを聴 くことがで

きます。

15.ラ ジ カセ また はCDプ レ ーヤ ーに入れ たテ ープ(デ イズ ク)を 自分で ス

ター トさせた り、止めた りさせ るこ とがで きます。

16.ラ ジ カセ またはCDプ レ ーヤ ーに入 れたテープ(デ ィス ク)を 自分 で早 送

りさせた り、巻戻 しさせ た りす る ことがで きます。

17.ラ ジ カセ を使 って、 自分 で ラジオ放送 を録音 する ことがで きます。

18.ラ ジ カセ を使 って、 自分 の声や友達 の声 を録音 する ことがで きます。

[コ ピー機 につい て]

1g.コ ピ ー機 を使 った ことがあ ります。

→ 「はい」の人は20番 へ、 「いい え」の人は24番 へ 進んで ください。

20.自 分 でコピー機 を使って、教科書や問題集 をコ ピーすることができます。

21.コ ピー機 の紙が切 れた ら、 自分で入 れるこ とがで きます。

22.自 分 でコピー機のボタンを押 して、コピーの濃さを変 えることができます。

23.自 分 で コピー機の「枚数」ボタンを押 して、1度 に数枚 コ ピーで きます 。

[留守番電話 につい て]

24.留 守 番電話 を使 った ことがあ ります。

→ 厂はい」の人 は25番 へ 、「いいえ」の人 は27番 へ 進んで くだ さい

25.家 に帰 っ た時、留守番電話 の内容 を自分で 聞 くこ とがで きます。

26.外 か ら、家の留守番電話 の内容 を自分で聞 くこ とがで きます。
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はい ・ い いえ

はい ・ い いえ

はい ・ い いえ

はい ・ い いえ

はい ・ い いえ

はい ・ い いえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい 昂 い いえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい ・ い いえ

はい

はい

いいえ

いいえ



[電卓 について]

27.電 卓 を使 った ことがあ ります。

→ 「はい」の人は28番 へ、 「いい え」の人は30番 へ 進 んで くだ さい。

28.電 卓 を使 って計算 をする と、かえってまちが った答えになって しまうこ

とが よ くあ ります。

29.自 分 で電卓 を使 って、 た し算、ひ き算、か け算、わ り算 のまざった式 を

計算 す ることがで きます 。

[電 子手帳 について]

30.電 子 手 帳 を自分で使 ったこ とが あ ります。

→ 厂はい」の人 は31番 へ、 「いい え」の人 は34番 へ 進 んで くだ さい。

31.電 子 手帳 に電池 を入れ るなどして、スイ ッチを入 れれば使 える状態 にす

るこ とがで きます。

32.電 子 手帳 に、学校 や塾の予定 を入れ てお くことがで きます。

33.電 子 手帳 に入 れた予定 を自分で取 り出 してみる ことがで きます。

[ワ ープロ また はパ ソコンについて]

34.ワ ー プロまたはパ ソコンを使 った ことが あ ります。

→ 「はい」の人 は35番 へ、「いいえ」の人 は45番 へ 進 んで ください

35.自 分 で ワープロまたはパ ソコンを使 って、手紙 などの文章 を作 ることが

で きます。

36.自 分 でワープロまたはパ ソコンを使 って、画面に絵 を書 くことがで きます。

37.ワ ー プロまた はパ ソコンで作 った文章 を自分で紙 に印刷す ることができ

ます。

38.ワ ー プロまた はパ ソコンで作 った文章 を自分で保存 し、必要 な時に取 り

出す こ とがで きます。

39.ワ ー プロ またはパソコンのインク リボンを自分で変 えることがで きます。

40.自 分 でワープロまたはパ ソコンを使 って、ゲームをす ることがで きます。

41.自 分 でパ ソコンを使 って、知 りたいこ とを調べ るこ とがで きます。
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42.パ ソ コンの学習 ソフ トを使 って、 自分で勉 強 をす るこ とがで きます 。

43.自 分 でパ ソコンを使 って、他 の人 と話 をす ることがで きます。

44.自 分 で プログラムを作 って、パ ソコンを動かす こ とがで きます。

[カ メラについて]

45.自 分 で カメラの ピン トを合 わせ ることがで きます。

46.自 分 で カメラに フイルム を入れ ることがで きます。

47.自 分 で カメラの フイルム を抜 くことがで きます。

[時計 について]

48.時 刻 が針で はな く数字でわかる時計が遅 れていた ら自分で正 しい時刻 に

合 わせ るこ とがで きます。

49,長 い針 と短い針で時刻 がわかる時計で、自分で秒 まで正確 に時刻 を合 わ

す ことが で きます。

50.目 覚 ま し時計 を自分で思い通 りの時 間にセ ッ トす る ことがで きます。

[フ ァ ックス につ いて]

51.フ ァ ックス を使 った ことがあ ります。

→ 「はい」の人 は52番 へ 、「いいえ」の人 は54番 へ 進 んで くだ さい。

52.自 分 でフ ァ ックス を使 って、友達 に手紙 や絵 を送 ることがで きます 。

53.フ ァ ックスの紙が な くなった ら、 自兮 で入 れ ることがで きます。

[電子楽器 につ いて]

54.電 子 楽器(エ レク トーン、 シンセサ イザ ー、電子 オル ガン、電子 ピアノ

等)を 弾い た ことがあ ります。

→ 「はい」の人は55番 へ 、「いいえ」の人 は57番 へ進 んで くだ さい。

55.電 子 楽器 のス イ ッチ を入 れれば使 える状 態 に自分でで きます 。

56.電 子 楽器 か ら出る音 の種類 を自分 で変 えるこ とがで きます。

[そ の他 の電気製 品]

57.電 子 レンジの ボ タンを押 して、料 理の時 間を決 めるこ とがで きます。
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58.料 理 や材料 に合 わせ て、電子 レンジのボ タンを押す こ とがで きます 。

59.電 気 洗濯機 を使 って、 自分 で服 を洗濯 する ことがで きます。

60.ク ー ラー を使 う時、部屋 の温度 に合わせて風 の強 さや設定温度を変 える

ことがで きます。

[パ ソコン通信 について]

61.パ ソ コン通信 を したこ とが ある。

→ 「はい」の人 は62番 へ 、 「いい え」の人 は65番 へ 進 んでで くだ さい。

62.友 達 に電子 メールをだ した ことがある。

63.ニ フテ ィ ・サー ブやPCVANな どのパソ コン通信や インターネ ッ トを経

験 した ことが ある。

64.イ ン ター ネッ トを使 って情 報 をさが した こ とが ある。

[レ ーザ ーデ ィス ク・プ レイヤーについ て]

65.レ ー ザーデ ィスク ・プ レイヤー を使っ たこ とが あ ります。

→ 厂はい」の人 は66番 へ、「いいえ」の人 は68番 にすすんで ください。

66.自 分 で レーザ ーデ ィス ク をかえた り、ス ター トさせ た りす る方法 を

知 ってい ます 。

67.レ ー ザー ディス ク ・プ レイヤー上 でCDを か ける方法 を知 っています。

[CD-ROMに つ いて]

68.パ ソ コンな どでCD-ROMを 使 ったことがあ ります。

→ 「はい」の人は69番 へ 、 「いい え」の人 は第3部 にすすんで くだ さい。

69.パ ソ コンでCD.ROMソ フ トのゲームを した こ とが あ ります。

70.CD-ROMの 辞 書や百科事典 を使 って情 報 をさが した ことがあ ります。

第3部 へ進 んで くだ さい
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第3部

1.学 校 で ワープロやパ ソコンの使 い方の授業 を受 けた ことがあ りますか。

2.あ な たの親はあなたにワープロやパ ソコンの使い方を教えて くれ ますか。

3.あ な たの親 はあなた に道具や機械の使い方 を教 えて くれます か。

4.あ なたには、 ワープロやパソコンを使えるお兄 さんやお姉さんがいますか。

5.あ な た には、 ワープロやパ ソコンが使 える友人がい ますか。

6.あ なた には、テレビゲームを熱心にす るお兄 さんやお姉 さんがいますか。

7.あ な たは、 テ レビゲームの雑誌 や本 を読む こ とがあ りますか。

8.あ な たの学校 には、 ワープロやパ ソコンに詳 しい先生がい ます か。

9.あ なたの学校 には、生徒が使 わせ て もらえるワープロやパ ソコ ンがあ り

ます か。

10.授 業 で ビデオや ビデオ撮影機 を 自分 達で使 うことがあ ります か。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ,

い いえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いい え

いい え

はい ・ いい え

御協力あ りがとうございました。
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